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研究成果の概要（和文）： 本研究では人体型シミュレータを用いたシミュレーション教育は看護教育に有用か
どうかを検討した。状況設定したシナリオを作成し、シミュレーション教育プログラムとして導入からまとめま
でを構成し実践を試みた結果、シナリオに沿って手術を受けた患者の観察等、患者の状態報告を含め15分以内に
実施できた。SDSによる評価では、学習、技術、学習者満足感、批判的思考法と自信につながることが示され
た。現在までのところシミュレーション教育が臨床実習に変わるものではないが、実際の状況が再現された状況
を体験することで「知識」を「技術」に変える機会を与え臨床判断を向上させる可能性があることが示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：In this study we attempted to analyze whether or not a human patient 
simulated training  was useful for improving the abilities of clinical judgment. In order to make a 
basic scenario, a questionnaire survey was done to 75 nursing students who had completed 1260-hour 
practical training.The post-operative care scenario was developed based on the nursing skill items 
in the questionnaire. During the training,they were requested to perform the following within 15 
minutes to a patient immediately after operation. Debriefing was performed, and the achievement 
levels of the following items were assessed: skill performance, learner satisfaction, critical 
thinking, and self-confidence.  
It is true the simulation training could not be substituted for actual practices in the clinical 
settings; however, it can at least give students a chance to convert “knowledge” into “skills” 
by experiencing the recreated settings and improved their clinical judgment.

研究分野： シミュレーション看護教育

キーワード： シミュレーション基盤教育　教授設計(ID)　ARCS 動機付けモデル 　シミュレーション教育の評価　状
況設定シナリオ　QSEN　看護基礎教育　debriefing 
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１．研究開始当初の背景 

（１）アメリカ看護教育における「高度再現度シ

ミュレータ」導入の背景 

 

 アメリカ看護教育における「高度再現度シミュ

レータ(高性能人体モデル人形)、（以下、高性能シ

ミュレータ）」導入の背景には、日本と同様に、医

療機関における患者の入院期間の短縮に伴い、看

護学生が一人の患者に対して実習病院で学べる機

会が激減したことにある。このことは看護実践能

力を実習病院で習得する事の限界を示唆している。

これは日本の看護教育事情と同様の状況であった。

このような看護実践能力の低下を問題視し、高性

能シミュレータに患者の状況を設定して再現し、

繰り返し学習を行なうことは、臨床判断能力や、

意思決定能力の向上に有用であることが報告され

ている 1）。 

 

２．「質の高い看護教育」のための高性能シミュレ

ータの使用における意義と有効性 

 「質の高い看護教育」のために、シミュレーシ

ョン看護教育は、海外では積極的に導入されてお

り、特に、米国においては、シミュレーション・

ラボセンターを設置して教育をおこなう看護系大

学が増加している 2）。米国では4つの大学（但し、

2 校は短期大学）を対象としてその教育効果の測

定を試みているが研究報告はなされておらず、我

が国においても近年、高性能シミュレータの導入

等が壮んに行われているが、その教育成果を追跡

評価した報告はない。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、大学教育にふさわしい新たな教

育プログラムとして「高度再現度シミュレータ(高

性能人体モデル人形、以下シミュレータ)を用いた

シミュレーション看護教育プログラム」を教授設

計に基づいて開発し、「教える技術や方法の向上

（Faculty Development）」をはかるとともに、教

育教材として「シミュレータ」を用いた教育は、

学生への動機付け、実践能力がどの程度維持向上

されるのか検証することを目的とする。具体的に

は、「シミュレーション看護教育プログラム」は、

臨床状況の理解や意味の学習は促進させたか、そ

の効果を検証した。 

 

３．研究の方法 

（1）全国の看護系大学及びその実習施設における

「シミュレーション看護教育」に関する教育内容

の実態調査 

①対象：看護系大学及びその実習施設   

②調査方法：質問紙調査 

③調査内容：対象者数、講師数、講義・演習（時

間・方法）、主な教材、シミュレータの保有状況・

シミュレーション教育への課題等  

④分析：シミュレーション看護教育に必要な要素

と課題抽出 

（２）実習施設における「シミュレーション看護

教育」に関する教育の実態調査 

①対象：全国看護系大学の実習施設（約200施設） 

②調査方法：〔国内〕質問紙調査 

③調査内容：シミュレータなどの整備体制の状況、

シミュレーション看護教育指導体制の状況等 

④分析：シミュレーション看護教育に必要な要素

と課題抽出 

（３）「シミュレーション看護教育ワークショッ

プ」の開催 

「シミュレーション看護教育プログラム」の開発

と「教える技術や方法の向上（ＦＤ）」の向上を目

指し、「教授設計ワークシート」5)等を用い、「シ

ミュレーション看護教育プログラム」を効果的に

設計する方法についてワークショップを実施した。 

 

①「シミュレーション看護教育プログラム」を展

開する上で必要な「教える技術や方法の向上」の

検討 

「シミュレーション看護教育プログラム」のシナ

リオ作成準備のために、「看護学学士課程における

コアとなる看護実践能力を基盤とした教育」を参

考に、学習を支援するための条件の整備２、3,4）を検

討し、実現可能な看護実践に必要なシナリオの内

容（テーマ、目的、目標、評価方法等）を検討し

それぞれの目標に応じたシナリオの作成を試みた。 

 

４．研究成果 

（1)「シミュレータを用いた看護教育」に関する

実態調査 
1)全国看護系大学および大学病院における「シミ

ュレータを用いた看護教育」の実態について調査

した。①対象:看護系大学(新設校を除く:約200校)
および全国の国公私立大学病約50施設②調査 方
法:質問紙調査 ③調査内容:対象者数、講師数、講

義・演習(時間・方法)、シミュレータの保有状況・

シミュレーション教育 への課題等 ④分析:シミ

ュレーション看護教育に必要な要素と課題を抽出

した。 
 その結果、看護系大学、および国公私立大学病

院 におけるシミュレータを用いたシミュレーシ

ョン教育の必要性は高く認識されているが、その

教育に携わる人材の教育と育成、シミュ レータの

維持・管理、効果的な教育方法については課題を



抱えていることが示された。 
（2）「シミュレーション看護教育ワークショップ」

の開催 
シミュレーション看護教育の必要性は高く認識さ

れているが、誰がどのように教育を進めていくか

が課題となっていた。また、看護基礎教育と看護

継続教育に共通する教授設計の方法、それぞれに

特徴付けられる教育方法の展開は、ワークショッ

プ開催時期と対象を分けて検討する必要があるこ

とが示唆された。そのため、ワークショップの開

催は、それぞれの教育内容に応じた具体的な実施

を検討することが課題となった。 
 
（3）「シミュレーション看護教育ワークショップ」

の実施 
「シミュレーション看護教育ワークショップ」の

開催は学会の交流集会として「シミュレーシ ョン

看護教育ワークショップ」を開催し、ARCSモデル

を用いた教授設計について検討した。シミュレー

ション看護教育の必要性は高く 認識されている

が、看護基礎教育と看護継続教育に共通する教授

設計の方法、およびそれぞれに特徴付けられる教

育方法の展開については今後も継続して実施する

必要があることが示唆された。また、ワークショ

ップでは、その情報提供を行いつつ、シミュレー

ション教育領域の拡大を図る必要があることが示

唆された。 
（4）「シミュレーション看護教育ワークショップ」

の開催自施設、学会の交流集会等) 
 シミュレーション看護教育における授業設計の

重要性および ARCS 動機付けモデルを活用した

シミュレーション教育プログラムについて延べ

400 名が参加し関心の高いことが示された。  当
初の計画では、ワークショップに参加した看護系

大学の協力を得てデータを集積することを計画し

たが、看護シミュレーション教育という新たな分

野である ことから、先駆的な研究に対して思うよ

うに研究協力が得られなかった。 このことから、

当初の計画で予定していた「シミュレーション教

育の成果」を求めるための準実験研究デザインを

見直し、欧米ではシミュレーション教育に必要 な
要素とされている QSEN (quality and safety 
education for nursing)の要素を取り入れた教授

設計として精度を上げることが重要であることか

ら国外のQSENを重視した教育成果を概観し、そ

の要素をとりいれたシナリオについて検討し作成

を試みた。 
 
（5）QSENその要素をとりいれたシナリオ作成 
「シミュレーション教育の成果」を求めるための

準実験研究デザインを見直し、欧米ではシミュレ

ーション教育に必要な要素とされている QSEN 
(quality and safety education for nursing)の要素

を取り入れた教授設計として精度を上げることを

重視し、国外のQSENを重視した教育成果を概観

した。それらの要素をとりいれたシナリオについ

て検討し、基礎編、応用編それぞれ10例を試作し

た。 
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